
 会場：高齢者福祉施設「神楽坂」1階 地域会議室 (新宿区矢来町104）                
             最寄り駅：東西線「神楽坂」（アユミギャラリー斜め前） 

  開催日： 平成３０年  １１月  ２日（金） 

               １９：００ ～ ２１：００ 

■ ひょんなご縁で、それまで未踏の地だった神楽坂 

   のまちづくりに関わるようになって20年。 

 

■ 三味線を弾く芸者のことを猫と呼ぶし、 

   毘沙門様の門番は狛虎だし、 

   「吾輩は猫である」の漱石所縁の地だし…と、 

   いつの間にか神楽坂では「猫」を描くように 

   なり、街のゆるキャラ「神楽坂姉妹」が誕生し、 

   ちょっとしたお遊びのつもりで始めた猫の 

   ハロウィン「化け猫フェスティバル」も来年は 

   10周年。 

 

■ 私と神楽坂の接点はいつも猫。 

   きっとこの街のどこかに強力な招き猫がいるはず 

   です。 

 

■ 知らず知らず猫の傘下に引き寄せられていた 

   私も、気付いた時にはすっかり「猫の人」に 

   なってしまっていました。 

 

■ 猫でつながり、猫に助けられ、猫で広がった奇縁 

   の数々とねこまち神楽坂の歩みを振り返り 

   ながら、「じゃあなぜ神楽坂は猫なのか！」を 

   考察してみたいと思います。 
   ぜひご参加ください。 

■ 定員：約２０名 

■ 参加費：１０００円 

 

■ 主催： 

   NPO法人粋なまちづくり倶楽部 

■ お問い合わせ 

   粋なまちづくり倶楽部 事務局 

 ・電話 050-3558-6260     

 ・メール： 
   ikimachi.setsumei@gmail.com 

 ・ＨＰ：http://ikimachi.net/ 
＊予約は不要です。当日直接会場にお越し 

  下さい 

  神楽坂大學講座 
第１９１回  神楽坂まちづくりすまいづくり塾 

 神楽坂よもやま話シリーズ 第１４５回  

『かく言うわたしも猫だった 

                           ―神楽坂ねこまち珍闘記―』 

    語り手 : おかめ家 ゆうこさん 
   (イラストレーター／造形作家、化け猫フェスティバル代表） 


